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1. 平成 22-27 年度 戦略的創造研究推進事業 CREST 「中枢神経障害後の神経回路再編成と

機能回復のメカニズムの解明」  研究代表者 山下俊英 

2. 平成 25-29 年度 科学研究費補助金 基盤研究(S) 「中枢神経回路の障害と修復を制御する

生体システムの統合的研究」研究代表者 山下俊英 

3. 平成 24-28 年度 地域イノベーション戦略支援プログラム 「関西ライフ・イノベーション

戦略プロジェクト推進地域」 研究代表者 山下俊英 

4. 平成 25-26年度 研究成果最適展開支援プログラム A-STEP フィージビリティスタディ・

ステージ 探索タイプ 「神経障害性疼痛の新規標的分子を基にした治療法の開発」研究代

表者 山下俊英 

 

[その他 新聞・マスコミ発表] 

＜１＞山下俊英：サーキット：Cell Reports 2014 ： 

マウス自己免疫性脳脊髄炎病態下で、Th17 細胞が RGM を介して神経細胞および軸索の

変性を直接誘導することを明らかにした。さらに RGM 中和抗体がこの過程を抑制し、その

後の修復過程を加速することを示した。免疫細胞による神経軸索の変性の分子機構を明らか

にした成果である。 

 

＜２＞山下俊英：サーキット：Nature Neuroscience 2013 ： 

免疫反応を担当するミクログリアが、発達段階において皮質脊髄路の神経細胞の生存を

維持し、軸索の誘導を助けること、またその分子メカニズムを明らかにした。特に、神経細

胞から fractalkine のシグナルを受けて活性化されたミクログリアから分泌される IGF-1 が、

神経栄養因子として働くことを示した。グリアー神経細胞の相互作用による新たな神経回

路・細胞の維持機構が明らかになった。 

 

＜3＞山下俊英：サーキット：Nature Medicine 2012： 

神経系以外の生体システムが、中枢神経回路の修復過程に影響を及ぼすことを見いだし、

報告した。炎症に伴って生じる新生血管が prostacycline を分泌することで、軸索枝を伸展

させ、運動神経回路の修復を促進することを発見した。 

 

＜4＞山下俊英：サーキット：Brain 2012： 

げっ歯類において脳の障害後に代償性神経回路が形成される分子メカニズムを解明した

論文である。片側大脳損傷後に、運動機能を制御する皮質脊髄路が、損傷を免れた軸索から

頚髄のレベルで側枝を形成し、interneurons に新たな回路を形成することを示した。また

BDNFが代償性神経回路の形成に寄与することを明らかにした。 

 

＜5＞山下俊英：サーキット：Nature Medicine 2011 ： 

自己免疫性脳脊髄炎の発症および寛解過程に、RGM がキーとなる役割を担っていること

を明らかにした。樹状細胞の活性化に伴い誘導される RGM の発現が T cells の活性化に必

須であり、抗 RGM 中和抗体の投与によって脳脊髄炎の発症が抑制されることを見いだした。 

 

＜6＞山下俊英：サーキット：EMBO Journal 2011 ： 

軸索再生阻害因子である Nogo による神経細胞内シグナルを明らかにした。特にチロシ

ン脱リン酸化酵素 SHP により、Trk 受容体が不活性化されることによって、神経突起の伸

展が阻害されることを見いだした。SHP を抑制することで視神経損傷後の再生が促進され

ることから、SHPは軸索再生のための標的分子である。 

 

  



＜プレスリリース＞公募班員・山下俊英（大阪大学・教授）の成果を大阪大学よりプレスリリ

ースしました。repulsive guidance molecule (RGM) たんぱく質が T細胞の活性化を促進するこ

とを発見し、その分子メカニズムを解明したもので、Nature Medicine に掲載されました。多

発性硬化症の新たな分子標的治療法の開発に繋がる成果として期待されます。（共同研究無し） 

 

＜プレスリリース＞公募班員・山下俊英（大阪大学・教授）が第 29 回（平成 23 年度）大阪科

学賞を受賞しました。 
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